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研究成果の概要（和文）：保健・医療・福祉・教育分野の専門職を志す学生に対する福祉教育等にアクティブラ
ーニングを導入した授業のプログラム開発と，それによって学生が獲得するレリバンス（Relevance：目的と内
容・結果の整合性，意義，関連性）を総合的に検討した．プログラムは①オリエンテーションとシラバスの『ア
カウンタビリティー(accountability:説明責任)によるオープニング』，②インタラクティブな活動を通した
『レジリエンス・エンパワメントの往還』，③地域・社会の多様な価値の先へ『つながり・深まるクロージン
グ』から構成され，FD研修やティーチングポートフォリオが授業改善に寄与するとの示唆を得た．

研究成果の概要（英文）：Program development of a class that introduced active learning into welfare 
education for students who aspire to become professionals in the fields of health, medical care, 
welfare, and education, and the relevance that students acquire through it Relevance was 
comprehensively examined.The program consists of (1) Orientation and syllabus Opening by 
accountability, (2) Return of resilience and empowerment through interactive activities, and (3)It 
consists of connecting and deepening closing beyond the diverse values of the community and society.
 It was suggested that FD training and teaching portfolio contribute to lesson improvement.

研究分野：保健・医療・福祉・教育専門職養成へのアクティブラーニング導入

キーワード： 福祉教育　アクティブラーニング　レリバンスの解明　レジリエンス　当事者性　ルーブリック・ライ
ブ評価　保健・医療・福祉・教育専門職養成　KJ法

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
保健・医療・福祉・教育分野の専門職を志す学生に対する福祉教育等にアクティブラーニングを導入した授業の
プログラム開発とそれによって学生が獲得するレリバンスを総合的に検討した報告は管見の限り見当たらず，本
研究成果は学術的意義がある．
また本研究で見出された①説明責任を果たすオープニング，②双方向の活動によるレジリエンス・エンパワメン
ト，③ダイバシティの中でつながり・深まるクロージングの好循環は，保健・医療・福祉・教育分野の専門職養
成はもとより，SDGｓの目標達成やCOVID-19下で新たな社会枠組みの構築に貢献する社会的意義がある．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

社会変動に対応する世界的教育改革の中で OECD のキー・コンピテンシー（主要能力）が

PISA(国際的学習到達度調査)に組み込まれるなど，能力観の転換が求められている． 

研究代表（岡）は看護師・保健師・養護教諭・高校福祉科教員など，保健・医療・福祉・教

育の専門職養成にアクティブラーニングを導入した実践を行ってきた．しかし研究開始当初の

教育現場では，アクティブラーニングの意義（レリバンス）や教育方法は十分浸透しておら

ず，試行錯誤の中にあった． 

 
２．研究の目的 

アクティブラーニングを導入した福祉教育のプログラム開発を行うとともに，そのレリバン

スを明らかにして，保健・医療・福祉・教育専門職の養成に貢献する． 

 

３．研究の方法 

（１）アクティブラーニングのプログラム開発 

研究代表が本研究期間中に担当する「社会福祉学」「社会保障論」「学校保健」「健康相談

活動論」「公衆衛生看護援助論」「福祉科教育法」「教職実践演習」「家族社会学」「看護研

究」などの科目にアクティブラーニングを導入して，参与観察と学修成果を対象とした質的研

究を行い，プログラム開発と評価を進める． 

（２）レリバンスの解明と，授業モデルの作成，評価の構造化を行う． 

（３）研究を総括して，研究成果の発信と汎用化を進める． 
 
４．研究成果 

（１）研究の結論 

保健・医療・福祉・教育専門職を志す学生がアクティブラーニングで獲得するレリバンスに

関する実証研究を総括した．その結果，①オリエンテーションとシラバスでシステム構築され

た『アカウンタビリティーによるオープニング』，②AL プログラムを学生と教師が創ることに

よる『アクティブラーニングでエンパワメント』，③地域で出会った多様な価値，その先へ『つ

ながり・深まるクロージング』がレリバンスに寄与していた（図 1）． 

（２）今後の課題 

ALを導入したこれらの授業実践および実証研究には，学会活動や授業改善に向けた教職員

の FD・SD研修・実践交流の成果が寄与しており，教育と研究の相互作用の重要性が示唆され

た．実証研究を通したプログラム開発と評価の構造化，ティーチングポートフォリオを用いた

授業改善の継続，ワークショップ型研修会を開催して研究成果の発信と汎用化を進めることが

今後の課題である． 

また研究途上において SDGsに関する授業構築・評価や，COVID-19による遠隔授業に関す

る課題に直面して実証研究を開始している． 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 「保健・医療・福祉・教育専門職を志す学生が獲得するレリバンス」 
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